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知覚 に お ける選択的注 意の 発達的変化 に つ い て （V ）
　　　　　　　　　　

一
刺激提 示 時間 の 差 に つ い て
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　 目的　従米 の 発達的研 究 で は一
畏 し て 年少 児 よ り も

年長児や 成 入の方が 刺激 の 選 択機能 は優れ て い る とい

う結果 の 報 告が あ る。た と えば ，　
一
般的 に integral に

知 覚 さ れ や す い 視覚 的 刺激 次 元 と し て，刺激 の 色 に お

け る色相 と明 度 が あ る、，こ れ ら 2 つ の 次元は同
．．・
次元

と して 知覚 さ れやす く，意識的 に 分離 させ る こ とが 比

較的困難 で あ るD

　Shepp ，＆ Swartz（1976）は 知覚 と注意 の 発達的変化

の 過程 に お い て，年少 児は あ る 複数の 次 元 で 変化す る

視覚 的刺激 をそ の まま区別されな い ．つ まり，　integral

な 状態で 知 覚す る が ，年 長 児や 成入 は こ れ を分 節的 に，

あ る い は，分 離 した 次元 ，つ ま ＋
．
），dimensional 　sepa −

rable に 分析 して 知覚 す るため で あ る。さらに ，年少児

の 場合，分 離 して 知覚 さ れ や す い nonintegral な刺激

で もあたか もintegraiな刺激 で あ るか の ように 知覚 す

る 傾向が あ る。こ れ に 対 して，年 長 児 や 成 入 で は non −

integral な刺激 は 分 離的 に 知 覚 され る の で ，条件 の 差

に よる影響 は うけない 。すなわ ち，刺激 の 分 類作業に

お い て，年少 児 で は  刺激 間の 見 か け の 距離 を増加 さ

せ る ような条件 で は 分類作業 の 促進効果 が ，  刺激間

の 見 か け の 距 離 を滅 少 させ る よ うな 条件で 妨害効果 が

見 られ るが ，年長 児や成人 で は こ の ような条件 に よる

差 は 見 られ ない と室．張 して い る。

　先 の 研究 （倉 戸 ・倉戸，1983a ，b ，小 川 e
’r一岡 ・品

川 ・堀 口 ・谷 口 ・松 井
・斉 藤 ・橋 本 ・辻 ，・1983　 品 川

・大内 ・斉藤 ・倉 戸 ，1984） で はShepp，＆ Swartzを

支持する 実験結果を得た 。

　本研究 で は Shepp，＆ Swartz の 仮説 を検討す る と

同時 に ，刺激提示時間 が ど の よう に 影響す る か を検討
．

す る の が H 的 で あ る 。

イ匕す る。彩度 は 12（5R ／ 4 ，　5　R ／ 6 ，10R ／ 6 ）と

8 （10R ／ 4 ）じ

　 手続 ； 色相 と明 度 の 2 次 元 で 変化す る ドア の 色 を，
い ず れ か の 次元 の 変化 に 従 っ て 2 つ に 分類す る作業 で

あ る。すなわち，色相の 次元 は赤い 色の グ ル
ープ か，

オ レ ン ジ 色 の グル
ープ か に 分 ける こ とで あ り，明 度 の

次 元 は 明 る い 色 の グル tt−tプか，暗 い 色の グ ル
ープ か に

分け る こ と で あ る。

　 作業条件 は 次 の 通 りで ある。

  相関条件 ： 2 つ の 次 元 の 変化 が 重 複 して い る。っ ま

　　　　　　 り． 1組32枚 の カー
ドの 中で の 色相 と明

　　　　　　 度 の 次 元 の 組 み 合せ は 固 定 して い る。

  単独次元 条件 ：分類 を要求 され る 次元 の み が 変化 し，

　　　　　　 後 は一．一
定 。

つ ま り，色相 の 次元 に つ い て

　　　　　　 分類 させ る時 に は 明 度 は 32枚 と も同 じ。

　　　　　　 逆 に ，明 度の 次元 に つ い て 分類 させ る時

　　　　　　 に は色相は 32枚 と も同 じD

  直交条件 ： 2 つ の 次元 の 変化は互 い に 独立 して い る。

　　　　　　 っ ま り， 1 紅 の カー
ドの 中に 4 種類 の カ

　　　　　　 ードが 8 枚ず つ 入 っ て い る。

　 カードの 提 示時間 は 4 条件 （30秒，60秒，90秒，120

秒 ）か らなる。すなわち，3x4 の ユ2条件 で あ る、

　 装置 1 すべ て の 刺激材料，お よび カ ードは，ビ デ オ

（ソ ニ
ーKK ，　 SL − 3100型 ）に 録 画 され ， 9 イ ン チ の

テ レ ビ に提 示 され 6 ，、時間制御，調 整 は 電 子 タ イマ
ー

に よ り な さ れ る。　（リオ ン KK ，　 TG − 04型，　 SB −

10A 型），被験者 の 言語反応 はボイス キ
ー

（バ イオ メ デ

ィ カ ル KK ，　 BVC −SOO   型 〕を経 て データーレ コ ーダ

ー
（テ ィ ア ッ ク KK ，　 WTR751 型 ，

　 WTR781 型 1 な

ど で 分 析さ れ る、，

　方法 　被 験者 ；幼稚圓 児 （6 才） 男女40名，

　　　　　　　　小学 生 　 （10才） 男女40名，

　　　　　　　　左学 生 　 （20才） 男 女40名。

　刺激ホオ聡卜； Shepp，＆ Swartz（1976）と同 じ刺湯財オ罪斗

を使用 す る 。 すな わ ち，中央 下 部 に 2 × 4cm の ドア の

あ る 18 × 13qmの 線描 きの 家 の 絵が 描 か れ た カー ド．32

枚 1 組，計 12組， ドア の 色が ，色相 （5R とユOR ；マ

ン セ ル 色相環），明 度 （4 ，6 ；マ ン セ ル 〉 の 2 次 元 で 変

　結果　各条件 に お け る被 験 者 が カ ー
ドを分類す るの

に 必 要 と した 平均反応時 間をTable 　 1 〜4 に 示 す。カ

ード提示時間 30秒 の 結果をTabie　1に，カー
ド提示時間

60秒 の 結果をTable　2に，カー
ド提示時 間 90秒 の 結果 を

Table　3に，カード提示時間 ⊥20秒 の 結果 をTab 工e 　4 に

示す v

　 6 才 児 の 場合 で は カ ード提 示 時 間 30秒 と60秒 に お い

て 誤 反 応 が 多 く生 じ，そ の た め 基準 を Shepp
， ＆ Swar ．

一 146 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

tz，お よび Chapman の 整 理 分析方法に もとづ き処 理 を

行な っ た。それ ゆ え，カ
ー

ド提 示 ll寺間 30秒 で は 20名，

カ ード提
．
示時間 60秒 で は 30名 で ある。カ

ー
ド提示時間

90秒 で も誤反応 が 見 られた が 先 の 基準に した が い デ ー

ターと して処理 を行な っ た 。

　 カード提示時間30秒 の 結果， 6 才児の 場合 は 次 元 間

（色相，明度），お よび 条件間 （Co．，　Si．，　Or．） に 有意差

が 兄 ら れ る （い ずれ も， P 〈．01）。すなわち ， 色相の 次

元よ り も明度の 次元 の 方 が 分類速度が 速 い
、 また，分

類速度 は，Co．条件 ＞Si．条件 ＞Or．条件 と速 くな る 関係

が 見 られ る。さ ら に ，次 元 × 条 件 の 交互 作用 も有意で

ある。10才，20才 の 場合 は 次元問 ， 条件間 に 差は見 ら

れ な い 。さらに ， 交互作用 も見 られな い 。

　さ らに ， カー
ド提示時間6 秒，90秒，120秒 で もカ

ー

ド提示時 間30秒 の 結果 と同 じ結果 を示 して い る。す な

わ ち， 6 才児 の 場合 で は次 元 間，お よび 条件 間 に 有意

差 が 見 られ る （い ずれ も，P 〈．01）。 さ ら に ， 次元 × 条

件 の 交互作用 も有意 で あ る．10才，20才 の 場合 は次 元

間，条件間 に 差 は 見 られ な い ．さ ら に，交互作 用 も見

られ な い 。

　カ ード提示博間 の 差 を比較 す る と 6 才児 で は どちら

の 次元 に お い て も，さ ら に ど の 条件 に お い て もカー
ド

提 示 時間 ユ20秒 〉 カ ード提 示 時間 30秒 ≧ カード提示時

間60秒 〉 カ ー
ド提示時間90秒 と い う分 類速度 の 速 さの

関係が み られ る。

　考察 　本実験結果 は そ れ ぞ れ の カー ド提示時間 に お

い て Shepp
，
＆ Swartz の 仮説 を支持する結果 を得た 。

すなわ ち，6 才児 の 場合 は integralな状 態で 知覚す る

が，10才，20才 の 場合は dimensional　separable に 分

析 して 知覚 して い る。

　カー
ド分類 をす る た め に 必 要な提 示 時間が それ ぞれ

の 年令 に 応 じて あ りそうで あ り， それ は，その 年令 の

注 意機能，あ る い は選択的機能 と関係 して い る と考 え

られ る。

　　 TABLE 　 l
Mean　Sorting 　Times．（Sec．）

Subjects　　　　　　T　　of　Stimulus 　set
Age　　Dimension 　 Co ．　 Si．　　 Or．

　　 TABLE 　3
Mean ＄erting 　Times ．（Sec．〕

Subjects　　　　　　　　T
Age　 Dimension　　Co．

of 　sti 「nulUS 　set

Si．　 Or．
Children　　Hue
　 C6，　　 Val凵e

Children　　Hue
　qO）　　　Value

Adults　　 Hue
　 （20，　　　Veiue

3．68　　4．33 　5．79
343 　　3．59　442

1．29　　1．89 　　2．01
1．00 　　1．32　　1．48
1．04 　　1．32　　1．97
0．97　　0．90　　0．99

Children　　Hue
　 ｛6）　　　Value

Children　　Hue
　（10）　 Vatue

Adults　　 Hue
　（20〕　　　Value

4．05　　4．27
4．03 　　4．17

1．01　 1．21
0．84 　 0．85

0．83　　0．84
0．ア3　　0．75

5．134
．97

餡

999682
11
α

α

q

　　 TABLE 　 2
Mean 　Sorting　Times．（Sec．）

Subjects　　　　　　　　T
Age　 Dimension 　　Co ．

eof 　stimuills　set

　　 TABLE 　4
Mean 　Sorting　Times．（Sec．）

Si．　 Or．
Children
　 〔6〕

Children
　〔10】

Adults
（20 ）

　HueValue

　HueValueH

凵eValue

4A13
，541

．211
．000

．880
．87

4 ，323
．591

．271
．240

．930
．98

6．025
．311

．311
．430

．971DO

Subjects　　　　　　Type　of　stimulus 　
set

一Chlldren
　 （6）

Children
　 〔10〕

Adutts
　 eo〕

　HueVatueHueValueHueValue4．033
．124

．104050

．750
．ア2

4．053M321344957700

一

4．933
．994

。185
．000

．830
．78
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